
クーポン・ブレンディング要件及びクーポン・ブレンディングにより新たに成立する清算

約定に関する事項について 

 

２０１６年４月１１日 

２０１７年１０月１６日改正 

株式会社日本証券クリアリング機構   
当社は、金利スワップ取引清算業務に関する業務方法書の取扱い第３０条の２第２項第

１号ｃに規定するクーポン・ブレンディング要件のうち当社が指定する経済条件及び同条

第４項に規定するクーポン・ブレンディングにより新たに成立する清算約定に関する事項

について、別紙のとおり定める。 
 

 

以  上 
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別紙 

 

1. 定義 

 

本別紙において使用する用語は、株式会社日本証券クリアリング機構（以下「当社」

という。）が制定した金利スワップ取引清算業務に関する業務方法書に規定する本業務

方法書等において使用される用語の例による。 

 

2. クーポン・ブレンディング要件として当社が定める条件 

 

クーポン・ブレンディング要件として当社が確認する清算約定に関する条件は、次に

掲げる事項を除く清算約定に関する経済条件とする。 

ａ 適格金利スワップ取引の約定日 

ｂ 適格金利スワップ取引の取引開始日 

ｃ 適格金利スワップ取引の取引当事者 

ｄ 債務負担が成立した日 

ｅ 想定元本の金額 

ｆ 固定金利 

 

3. クーポン・ブレンディングにより新たに成立する清算約定に関する事項として当社が
定める事項 

 

クーポン・ブレンディングにより新たに成立する清算約定（以下「新規生成取引」と

いう。また、１件の新規生成取引のみ成立する場合の当該取引を以下「新規生成取引

（単独）」と、２件の新規生成取引が成立する場合の固定金利が高い方の当該取引を以

下「新規生成取引（１件目）」と、この場合の固定金利が低い方の当該取引を以下「新

規生成取引（２件目）」という。）に関する経済条件は、次の各号に掲げる事項は当該

各号に定める事項とする。当該各号に定める事項を除く事項については、クーポン・

ブレンディングにより終了する清算約定（以下「対象取引」という。）と同一とする。 

（１）取引日 クーポン・ブレンディングが成立した日 

（２）債務負担が成立した日 クーポン・ブレンディングが成立した日 

（３）金利スワップ取引の取引開始日  

ａ 新規生成取引（単独）又は新規生成取引（１件目） 

対象取引から、以下の条件に基づき選定された清算約定の取引開始日。 

（ａ） 固定金利支払人及び変動金利支払人が、新規生成取引におけるそれらと
同一であること 
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（ｂ） 取引開始日が最新であること 

ｂ 新規生成取引（２件目）    対象取引のうち前ａで選定されたもの以外の清算約定から、前ａに定める条件
に基づき選定された清算約定の取引開始日。ただし、前ａで選定されたもの以外

の清算約定が存在しない場合には、前ａで選定された清算約定の取引開始日。 

（４）想定元本 

ａ 以下の算式により算出される額の絶対値とする。 

（ａ）新規生成取引（１件目） 
｛（対象取引の想定元本×対象取引の固定金利）の合計（ネット後）（注１）－（対

象取引の想定元本の合計（ネット後）（注２）×対象取引の固定金利の最小値）｝

÷（対象取引の固定金利の最大値－対象取引の固定金利の最小値） 

（ｂ）新規生成取引（２件目） 

対象取引の想定元本の合計（ネット後）（注２）－前（ａ）に定める算式により算

出された額 

（ｃ）新規生成取引（単独）   前（ａ）に定める算式により算出された額。ただし、前（ａ）に定める算式
により算出された額が零となる場合にあっては、前（ｂ）に定める算式によ

り算出された額とする。 

ｂ 前ａ（ａ）の規定にかかわらず、対象取引の残存期間に対応する直近のＰａｒ 
Ｒａｔｅが、対象取引の固定金利の最大値より大きい場合又は固定金利の最小値

より小さい場合における新規生成取引（１件目）の想定元本は、以下の算式によ

り算出される額の絶対値とする。ただし、当該額の絶対値が、前ａ（ａ）に定め

る算式により算出された額の絶対値を下回らない場合には、この限りではない。 

（ａ）Ｐａｒ Ｒａｔｅが対象取引の固定金利の最小値より小さい場合 

｛（対象取引の想定元本×対象取引の固定金利）の合計（ネット後）（注１）－（対

象取引の想定元本の合計（ネット後）（注２）×Ｐａｒ Ｒａｔｅ）｝÷（対象取
引の固定金利の最大値－Ｐａｒ Ｒａｔｅ） 

（ｂ）Ｐａｒ Ｒａｔｅが対象取引の固定金利の最大値より大きい場合 

｛（対象取引の想定元本×対象取引の固定金利）の合計（ネット後）（注１）－（対

象取引の想定元本の合計（ネット後）（注２）×対象取引の固定金利の最小値）｝

÷（Ｐａｒ Ｒａｔｅ－対象取引の固定金利の最小値） 

 

（注１）清算参加者が変動金利支払人である対象取引の想定元本に固定金利

を乗じた額の合計額から、当該清算参加者が固定金利支払人である対象

取引の想定元本に固定金利を乗じた額の合計額を控除した額 

（注２）清算参加者が変動金利支払人である対象取引の想定元本の合計額か

ら当該清算参加者が固定金利支払人である対象取引の想定元本の合計
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額を控除した額 

（５）固定金利 

ａ 前号ａの規定が適用される場合  

（ａ）新規生成取引（１件目） 

対象取引の固定金利の最大値 

（ｂ）新規生成取引（２件目） 

対象取引の固定金利の最小値 

（ｃ）新規生成取引（単独） 

想定元本が前号ａ（ａ）に定める算式により算出された場合には、対象取引

の固定金利の最大値、想定元本が前号ａ（ｂ）に定める算式により算出され

た場合には、対象取引の固定金利の最小値。 

ｂ 前号ｂ（ａ）に定める場合 

（ａ）新規生成取引（１件目） 

対象取引の固定金利の最大値 

（ｂ）新規生成取引（２件目） 

Ｐａｒ Ｒａｔｅ 

ｃ 前号ｂ（ｂ）に定める場合 

（ａ）新規生成取引（１件目） 

Ｐａｒ Ｒａｔｅ 

（ｂ）新規生成取引（２件目） 

清算約定の固定金利最小値 

（６）固定金利支払人 

ａ 第４号に基づき算出された額が負数の場合 清算参加者 

ｂ 第４号に基づき算出された額が正数の場合 当社 

（７）変動金利支払人 

ａ 第４号に基づき算出された額が負数の場合 当社 

ｂ 第４号に基づき算出された額が正数の場合 清算参加者 

 

 

以  上 


